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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・夏坂　浩美様～食事摂取は出来ているが、飲水行為なく、9/22　20時以降排尿無し。本日分の点滴3：00から開始している。状態を田名部Drへ報告。本日から点滴1本追加、抗生剤2回分処方され、24時間キープとなっている。
・下道　重雄様～持参薬が本日分でなくなり、当院処方に切り替えになっている。
・下村　英三郎様～エンシュア飲用したら下痢した。昨夜はセンナリド除剤せずに服用。下痢時は除剤可の指示貰っている。エンシュアも無理に飲用しなくても良いとの事。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放中は飲水行動あるが介入により止める事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。午前中は興奮気味で声高に独語あったが、午後は落ち着き過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～昨日より不穏続き主治医田名部Dr報告。時間隔離終了し終日隔離となっている。入室へは抵抗強い為男性スタッフ2名で誘導している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・飯田　修子様～終日隔離中。午前中は臥床がち。午後より起き出し格子の前で大声で叫んでいる。要求が通らないと暴言をはいている。食事は介助で摂取、服薬の拒否はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・夏坂　浩美様～体温38.5℃～38.7。14時アンヒバ坐剤（200）挿肛。酸素飽和度90～92%で経過。依存的発言聞かれているが食事は自力で各食2/3摂取。指示の抗生剤施行しトラブルなく経過。
・鹿原　博夫様～倦怠感訴えあり、活動量の低下見られている。日中の発熱はなく経過。
・杉山　千廣様～37℃台前半の微熱で経過、クーリングにて対応している。湿性咳嗽・痰鳴あり。体幹・上肢拘束し、指示の点滴施行している。
・下村　英三郎様～バイタルサイン異常無し。日課以外は自室にて臥床して過ごされ
ている。
・小笠原　達夫様～帰宅要求聞かれる事あるが、一時的。不穏・興奮は無く、対応は落ち着いている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～気分高揚さあり入浴中やホールでの放歌あり。他者とのトラブルや対応時の粗暴性、妄想に左右された言動はない。

・織笠　健太郎様～妄想に左右された発言や行動は無く、落ち着いて日課行えている。

＜入院患者様情報＞

　病棟病室：東病棟　

　氏    名：堤　ヨシヱ様　（つつみ　よしえ）

  生年月日：昭和12年8月13日　81歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：女性

　入院形態：医療保護入院

  主治医  ：田名部Dr

　(経過）

　H27年3月頃より物忘れが出現し、十和田中央病院を受診。MRI検査を実施。1年後の検査を勧められ経過観察となっていた。平成28年より、電子レンジに食品を入れっぱなしにしたり、物の置き場所が把握出来なくなったりしていた。毎回違った場所に保管し始めたことで、置き場所が分からなくなったり、家族に対して物盗られ妄想も出現していた。

　物忘れ症状が進行した事から、白山台メンタルクリニックを受診。精査目的にて、青森労災病院を紹介されH27年年4月19日受診。結果を持って、同月30日に白山台メンタルクリニックを再診、「アルツハイマー型認知症」と診断され、通院。H29年10月7日肺炎の疑いの為、おいらせ病院を受診、同日入院。同年12月1日退院。退院後は、ショートステイ「よつば」（十和田市）を利用していたが、ADLが自立しているため他の利用者をスタッフが優先し対応していたことから不満が出現。「ここの人は何もしてくれない」とスタッフに対して易怒的になることがあり、施設対応困難となりH30.4.28で利用中止。以後は自宅にて生活していた。元々、長男・嫁とは性格があわず、家事について口論となることもあったが、比較的落ち着いて生活していた。しかし、いつ易怒的になるか分からないとの不安から、かかりつけ医である白山台メンタルクリニックへ相談。入院設備のある当院を紹介されＨ30.6.15当院初診。通院にて薬剤調整施行していた。

　H30.9.21長男様より連絡あり。家族の介入には拒否があり、拒食や失禁等にて家族対応困難との事。認知症の専門治療目的、薬剤調整目的にて入院治療希望あり。H30.9.22（土）13：03　東病棟Ｃユニット6号室へ医療保護入院となる
